
ワーク・ライフ・バランス講座【市川市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 80 千円

交付金額 40 千円

事業番号 2

●就業者数は第1次産業において減少し、第2次、第3次産業において増加
している。
●直近のデータでは、女性の労働力人口率は50.9％、そのうち完全失業者
率は3.3％。労働力状態は、20代で上昇するものの、30代で1度減少し、40
代で再び上昇する「M字カーブ」がある。

●女性向け再就職のためのスキルアップセミナーや起業セミナーの実施、
母子家庭の母等を雇い入れた事業主に対し、奨励金交付等を実施してい
る。

●地域における女性の職業生活における活躍の推進を図ることを目的に、
様々な角度から講座・セミナー等を実施し、女性の労働力率の底上げを目
指す。

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

「仕事」「家族」「地域活動・
趣味など」の優先度について、
「すべてバランスよく生活できて
いる」の理想と現状の差を縮
める

現状値（30%
（理想：44.9%、
現状：14.9%、
令和6年度時点）
より改善
（アウトカム）

本市の男女共同参画に関
する計画に基づき指標を「希
望するワーク・ライフ・バランス
で生活を送れているか」に変
更。令和7年度末時点で
71.7%の人が希望するワー
ク・ライフ・バランスで生活を
送れていると回答。

事業
KPI

参加者アンケートにおいて、
「自身のワークライフバランスを
見直そうと意識が変わった」と
回答した人の割合

80%
（アウトカム）

100%
（令和7年
度末時
点）

125％

●働く人がそれぞれの個性と能力を活かし、仕事と育児・介護・地域活動
等のバランスを取りながら社会参加が行えることを目指し、多様な働き方・
生き方が選択できる社会の実現に向け、家庭と仕事の両立を支援するた
めワークライフバランスに関するセミナーを実施。

●就労予定・復職予定者へ向けた両立のための事前準備等の内容と、実
際に就労・復職している者へ向けた就労前の想像・予定とのギャップを埋
めるようなフォローアップの内容とする。

●円滑な職場復帰のためには家族の協力も不可欠であることから、就労
中のパートナーと一緒に参加することもできるように、休日に開催。

●「必要な情報や心構えを学ぶことができました」「両立にあたっての考え
方と、夫婦間での具体的な工夫の仕方をセットで説明いただいたので、イ
メージがしやすく大変勉強になりました」「自分が今一番大切にしたいことを
再認識できた」「じっくり現状や将来について考えることができた」などの感
想があった。

●自身のキャリアについてやパートナーとの協力体制について考える機会
となり、仕事と家庭の両立支援につながる講座になったと思われる。

●「株式会社マイキャリア・ラボ」
キャリア支援、コンサルティング等の活動を行う営利法人

●「wonderLifeLLP」
自治体・企業に向けた講演・研修や両立支援のコンサルティング、
子どもの社会参画支援等の活動を行う有限責任事業組合

●「NPO法人いちかわ子育てネットワーク」
子育て関連の支援を行うNPO法人

●家庭教育学級
庁内教育関連部署及び幼稚園～中学校卒業段階までの保護者

●キャンセルが多く、参加人数が伸び悩んでいることが課題である。リマイ
ンドメールの送付及びキャンセル時は連絡するよう案内を行っているが、リ
マインド送付のタイミングや案内文等再検討する必要があると思われる。



事業の概要

令和7年9月21日、令和8年2月15日
ワーク・ライフ・バランス講座

●キャリア支援、コンサルティング等の活動を

行う営利法人「株式会社マイキャリア・ラボ」代

表の森ゆき氏に講師を依頼。

●自治体・企業に向けた講演・研修や両立支

援のコンサルティング、子どもの社会参画支

援等の活動を行う「wonderLifeLLP」代表の林

田香織氏に講師を依頼。

●就労予定・復職予定者へ向けた両立のた

めの事前準備等として、自身の中での優先順

位の整理方法や家族や職場とキャリアビジョ

ンを共有していくための方法等といった内容に

ついて実施。

●実際に就労・復職している者へ向けた就労

前の想像・予定とのギャップを埋めるような

フォローアップとして、職場で実践できるタイム

マネジメントやコミュニケーション方法等といっ

た内容について実施。
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